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『
宣
教
卿
記
』
天
正
三
年
記
紙
背
文
書
（
一
）

遠
　
藤
　
珠
　
紀

宮
　
﨑
　
　
　
肇

金
　
子
　
　
　
拓

は
じ
め
に

『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
六
六
号
～
六
九
号
に
お
い
て
、一
六
世
紀
の
公
家
中
御
門
宣
教
の
「
宣
教
卿
記
」
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）

記
・
天
正
四
年
記
の
翻
刻
・
紹
介
を
行
っ
た
（
請
求
記
号
：
文
書
一
二　

冊
〇
六
三
七
・
〇
六
三
九
）。
本
記
の
概
要
に
つ
い
て
は
前
号
ま
で

を
ご
参
照
頂
き
た
い
。
こ
の
「
宣
教
卿
記
」
は
反
故
紙
を
翻
し
、
紙
背
に
記
さ
れ
て
い
る
。
本
号
か
ら
は
、
そ
の
紙
背
文
書
の
翻
刻
・
紹

介
を
行
い
た
い
。
本
号
で
は
ま
ず
、
天
正
三
年
記
の
表
紙
～
二
九
紙
目
紙
背
を
紹
介
す
る
。

紙
背
に
は
書
状
・
綸
旨
土
代
・
口
宣
案
土
代
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
前
号
ま
で
で
紹
介
し
た
通
り
、
表
の
日
記
は
書
き
直
し
や

推
敲
も
多
く
、
清
書
本
で
は
な
く
、
日
々
に
記
さ
れ
た
日
記
と
推
測
さ
れ
る
。
年
次
が
判
明
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）

か
ら
天
正
三
年
に
及
ぶ
。
特
に
天
正
二
年
・
三
年
の
も
の
が
多
く
、
表
の
日
記
に
近
い
時
期
の
紙
を
利
用
し
て
日
記
を
記
し
て
い
た
と
推

測
さ
れ
る
。
ま
た
表
紙
紙
背
の
一
号
「
正
親
町
天
皇
綸
旨
土
代
」
は
天
正
三
年
四
月
五
日
付
と
、
天
正
三
年
中
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
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『
宣
教
卿
記
』
天
正
三
年
記
紙
背
文
書
（
一
）

あ
る
い
は
宣
教
は
、
仮
綴
じ
の
よ
う
な
形
で
随
時
に
紙
を
加
え
つ
つ
日
記
を
書
き
、
一
年
分
の
日
記
を
認
め
た
の
ち
に
表
紙
を
付
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

文
書
に
見
え
る
主
な
話
題
を
紹
介
す
る
。
天
正
二
・
三
年
に
は
宣
教
は
正
五
位
上
右
中
弁
、
蔵
人
で
あ
っ
た
。
一
号
・
二
号
・
三
号
・

一
一
号
・
一
七
号
・
一
九
号
な
ど
は
、
弁
官
・
蔵
人
と
し
て
の
差
配
、
文
書
発
給
に
関
わ
る
文
書
で
あ
る
。
口
宣
執
筆
の
依
頼
を
受
け
た

り
（
一
二
号
・
一
八
号
）、
礼
を
得
て
い
る
様
子
も
窺
わ
れ
る
（
六
号
）。
天
正
二
年
七
月
一
六
日
に
は
、
春
日
若
宮
西
方
の
千
木
が
落
下
す

る
怪
異
が
あ
っ
た
（『
大
日
本
史
料
』
第
十
編
之
二
十
六
、
七
〇
～
七
四
頁
）。
宣
教
は
南
曹
弁
と
し
て
調
査
や
卜
占
に
携
わ
っ
て
い
る
（
一
三

号
・
二
一
号
・
三
〇
号
）。

天
正
三
年
三
月
三
日
に
上
洛
し
て
き
た
信
長
は
、
一
四
日
公
家
た
ち
に
米
を
配
っ
た
。
さ
ら
に
借
物
・
沽
却
分
・
不
知
行
分
を
返
却
さ

せ
る
徳
政
が
発
布
さ
れ
た
。
宣
教
は
各
所
の
借
状
を
集
め
、村
井
貞
勝
に
提
出
し
て
い
る
様
子
が
、日
記
に
記
さ
れ
て
い
る（
三
月
二
四
日
条
・

四
月
七
日
条
・
一
一
日
条
・
一
五
日
条
・
一
六
日
条
な
ど
）。
紙
背
文
書
に
も
中
御
門
家
所
領
の
書
上
（
二
三
号
。
写
真
）
や
、
借
金
先
で
あ
っ

た
渡
辺
丹
後
守
の
返
状
（
二
六
号
）、
信
長
の
京
都
所
司
代
村
井
貞
勝
下
代
の
状
の
土
代
（
二
四
号
・
二
八
号
）、
知
行
返
却
を
寿
ぐ
状
（
二
五

号
）
が
見
え
る
。
関
連
の
文
書
は
次
号
紹
介
予
定
の
天
正
三
年
記
後
半
の
紙
背
文
書
に
も
複
数
見
え
る
。
こ
の
時
期
の
中
御
門
家
、
公
家

た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
出
来
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。



─ 114 ─

４ 四辻公遠勘返中御門宣教書状

23 中御門家所領書上
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『
宣
教
卿
記
』
天
正
三
年
記
紙
背
文
書
（
一
）

【
凡
例
】

・�
文
書
は
、
日
記
表
紙
の
紙
背
を
一
と
し
て
通
し
番
号
を
付
し
、
適
宜
文
書
名
を
示
し
た
。
用
紙
の
う
ち
通
常
の
竪
紙
以
外
は
（
折
紙
）

等
と
し
て
、
そ
の
形
状
を
記
し
た
。

・�

文
字
は
お
お
む
ね
現
時
通
用
の
字
体
に
改
め
、
改
行
は
原
則
と
し
て
追
い
込
み
と
し
た
。
本
文
が
、
端
、
端
上
な
ど
に
続
く
場
合
は
適

宜
／
で
移
動
を
示
し
た
。
本
文
に
は
読
点
お
よ
び
並
列
点
を
適
宜
加
え
た
。

・�

欠
損
の
箇
所
は
お
よ
そ
の
字
数
を
計
っ
て
□
ま
た
は
［　
　

］
で
示
し
た
。
残
画
に
よ
っ
て
文
字
が
推
定
で
き
る
場
合
は
、
そ
の
文
字

を
□
の
中
に
記
入
し
た
。
判
読
不
能
の
文
字
は
⃞×
と
し
た
。

・�

抹
消
さ
れ
た
文
字
は
左
傍
に
抹
消
符
を
付
し
、
判
読
不
能
の
塗
抹
文
字
は
、
お
よ
そ
の
字
数
を
計
っ
て
■
ま
た
は�　
　

�

と
し
た
。
文

字
の
上
に
更
に
文
字
を
重
ね
書
き
し
た
箇
所
は
、
上
に
書
か
れ
た
文
字
を
本
文
と
し
、
そ
の
左
傍
に
、
下
の
字
に
相
当
す
る
数
の
・
を

付
し
た
。
下
の
字
が
判
読
で
き
た
場
合
は
、
×
を
冠
し
て
そ
の
文
字
を
傍
注
し
た
。

・�

本
文
中
で
校
訂
に
よ
り
改
め
ら
れ
る
べ
き
文
字
や
加
え
ら
れ
る
べ
き
文
字
は
〔　
　

〕、
人
名
注
な
ど
参
考
の
た
め
の
も
の
は
（　
　

）

に
入
れ
傍
に
記
し
た
。
な
お
人
名
注
は
現
在
通
用
す
る
家
名
お
よ
び
名
を
用
い
、
適
宜
に
示
し
た
。
そ
の
ほ
か
必
要
に
応
じ
て
※
を
付

し
て
按
文
を
示
し
た
。

・�

本
文
以
外
の
部
分
は
、
そ
の
位
置
に
従
っ
て
（
端
裏
書
）
等
と
傍
注
し
、「　

」
を
以
っ
て
括
っ
た
。
封
目
は
（
切
封
墨
引
）（
捻
封
墨
引
）

等
と
示
し
た
。

・
勘
返
は
、
そ
の
記
さ
れ
た
箇
所
に
＊
を
付
し
、
書
状
の
後
に
対
応
す
る
＊
を
付
し
勘
返
の
内
容
を
示
し
た
。
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一　

正
親
町
天
皇
綸
旨
土
代
（
宿
紙
）

奉
祈
天
下
［　
　
　

］

天
□〔

気
〕［　

　

］
□
者
也
、
仍
執
達
如
件
、

　
　
　

天
正
三
年
四
月
五
日　
　
　

右
中
弁
宣（

中
御
門
）□

　
　
［　
　
　
　

］
人
御
□房

※
余
白
に
「
奉
祈
」「
宜
為
」「
天
下
」
な
ど
の
習
書
あ
り
。

二　

中
御
門
宣
教
書
状
土
代

就
出
世
之
儀
上
洛
候
、
然
者
天
子
え

令
奏
聞
、
相
調
珍
重
［　
　
　
　
　
　
　
　
　

］
恐
々
謹
言
、

　
　
　

七（
永
禄
二
年
）

月
五
日　
　
　
　
　
　
　

宣（
中
御
門
）教

　
　
　

慶
隆
寺

　
　
　
　

芳
首
座

※
一
九
号
も
参
照
。

三　

正
親
町
天
皇
女
房
奉
書

雨
の
御
い（

 
祈
 
）

の
り
、
し（

 
諸
 
寺
 
）

よ
し
・
し（

 
諸
 
社
 
）

よ
し
や
へ
早
［　
　
　
　

］
め
て
た
く
候
へ
く
候
、
／
か
し
く
、

　
　

（
捻
封
墨
引
）　

な（
中
御
門
宣
教
）

か
の
御
か
と
と
の
へ

「（
奥
上
銘
）

仰�

天
正
二
・

七
・
十
六
」
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『
宣
教
卿
記
』
天
正
三
年
記
紙
背
文
書
（
一
）

四　

四
辻
公
遠
勘
返
中
御
門
宣
教
書
状

　
　
　

竹＊
１

兵
な
と
今
朝
申
候
ハ
、
従
此
方
案
内
不
申
候
と
も
御
振
舞
者
治
定
と
の
有
増
申
事
候
、

先＊
２

日
已
後
不
能
貴
面
、
不
断
御
床
敷
存
計
候
、
就
中
従　

殿＊
３

様
（
織
田
信
長
）雪
魚
拝
領
之
由
承
候
、
珍
重
存
候
［　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

］�

雪＊
４

魚
［　
　
　
　

］�

銀＊
５

子
御
返
候
ハ
ん
と
の
各＊

６

風
聞
候
、
仰
義
以
参
上
可
得
御
意
候
、
中
酒
も
持
参
可
申
候
、
汁
計
御
振
舞
被
成
下
候
、

此
辺
御
次
之
砌
御
立
寄
可
有
之
候
、
竹＊

７

兵
内
々
拙
者
ニ
可＊

８

申
之
由
候
間
、
如
此
申
入
候
、
御
報
委
細
示
賜
候
哉
、

　

「
（
端
裏
上
書
）

　
（＊

９捻
封
墨
引
）　

四
御
方
様

辻
殿

（
公
遠
）

へ　

人
々
御
申　
　
　

宣（
中
御
門
）教

」

＊
１
「
北
向
・
南
方
さ
ま
も
魚
物
の
事
候
間
、
此
方
よ
り
御
左
右
可
申
候
、
／
勘
付
恐
入
候
、
一
入
〳
〵
御
浦
山
敷
存
候
、」

＊
２
「
〽
誠
候
、
若
又
拙
者
か
や
う
な
る
物
も
参
候
ハ
ゝ
拝
領
申
候
ハ
ゝ
、
う
ち
お
か
す
其
分
候
、」

＊
３
「
〽
」

＊
４
「
〽
［　
　

］」

＊
５
「
〽
［　
　

］」

＊
６�

「
此
方
へ
も
い
ま
た
不
参
候
、
さ
様
ニ
世
上
沙
汰
候
ハ
ゝ
使
者
御
沙
汰
［　
　
　

］
其
方
よ
り
御
催
促
候
て
可
給
候
、
然
者
半
分
ハ
、
わ
け
可
申
候
、

此
由
竹
兵
へ
も
申
度
候
、」

＊
７
「
〽
如
此
仰
御
了
簡
候
て
［　
　

］
可
仰
候
、」

＊
８
「
〽
［　
　
　
　

］」

＊
９
「（
捻
封
墨
引
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（（

四
辻
公
遠
カ
）

草
名
）」
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五　

某
書
状
（
折
紙
）

　
　
　

�
又
こ
の
す（

墨
）ミ

ま
い
ら
せ
候
、
め
て
た
く
候
也
、
又
御
申
候
へ
く
候
、
／
又
申
候
、
か
や
う
に
御
□
と
も
［　
　

］
ひ
に
又
御
□
□

ま
い
ら
せ
候
［　
　
　

］

さ
い
〳
〵
申
ま
い
ら
せ
候
へ
ハ
、
御
は
も
し
に
［　
　
　
　
　
　
　
　
　

］
も
わ
か
ら
す
候
、
た
ひ
〳
〵
御
む
も
し
申
候
て
御
［　
　

］

さ
候
へ
く
候
、さ
り
な
か
ら
申
や
す
く
候
ま
ゝ
」
申

（
折
紙
見
返
書
）

事
に
て
候
、こ
の
よ
し
、な（

中
御
門
宣
教
）

か
の
御
か
と
と
の
へ
御
申
候
て
た
ひ
て
候
、数
〳
［〵　
　

］�

〳
〵
［　
　
　
　

］
な
か
ら
申
ま
い
ら
せ
候
、
あ
ふ
ら
御
は
も
し
候
や
〳
〵
、

「（
奥
上
書
）

な
も
し
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ

　
　
　
　

御
き
も
し
の
御
か
た
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
給
へ　
　
　
　
　
　
　
　

」

六　

某
書
状
（
縦
折
紙
）

ほ
う
も
し
御
の
ほ
り
候
て
御
入
候
、
ま
い
り
候
て
申
さ
れ
候
ハ
ん
す
れ
と
も
、
御
む
つ
［　
　
　
　

］
に
て
候
［　
　

］
御
く
た

［　
　
　
　
　
　
　

］
申
候
、
こ
ゝ
ろ
へ
候
て
、
申
と
の
御
事
に
て
候
、
こ
の
お
も
て
十
ま
い
申
入
候
、
い
つ
そ
や
の
／
く（

 
口
 
宣
 
）

せ
ん
の
御

れ（
礼
）い

に
て
御
入
候
、
又
ひ
も
し
／
さ
ま
へ
御
な
り
、
ゆ
め
〳
〵
し
く
御
い
り
候
へ
と
も
［　
　
　
　
　

］
ま
い
り
［　
　

］
よ
し
申
と
の

御
事
に
て
候
［　
　
　
　
　

］

　

（
捻
封
墨
引
）　

な（
中
御
門
宣
教
）

か
御
［　
　
　
　

］
ま
い
る　
　
　

□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
給
へ　
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『
宣
教
卿
記
』
天
正
三
年
記
紙
背
文
書
（
一
）

（
四
辻
公
遠
）

四
中
・

七　

某
書
状

改
年
之
吉
兆
、
遂〔

逐
〕日

幸
甚
々
々
、
仍
明
日
鞍
馬
え

御
参
詣
候
哉
、
御
供
可
申
候
、
然
者
朝
飲
［　
　
　
　
　
　

］

　
　
　

二
月
一
日　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
　
　
　

中（
宣
教
）御

門
殿
様

　

（
捻
封
墨
引
）　

中
御
門
殿
ま
い
る　
　
　

�

×
×�

※
天
正
三
年
二
月
三
日
に
は
竹
兵
・
同
女
中
と
鞍
馬
に
参
詣
し
て
い
る
。

八　

中
院
通
勝
書
状

今
夕
就
申
次
之
事
、
御
袍
下
具
等
、
大
か
た
調
法
申
□候
、
然
者
冠
と
緒
等
於
［　
　
　
　
　
　

］
候
て
給
［　
　

］［　
　
　

］
□
各
相

催
之
事
可
有
之
候
間
、
急
御
こ
し
ら
へ
候
て
、
三
へ
御
出
候
へ
く
候
、
束
帯
ノ
具
／
其
方
へ
可
進
候
歟
、
又
此
方
に
て
も
御
用
候
ハ
ん

歟
、
／
可
有
貴
意
候
、
旁
御
返
事
待
申
候
、

　

（
捻
封
墨
引
）　

中（
宣
教
）御

門
殿　
　
　

通（
中
院
）勝

九　

甘
露
寺
経
元
勘
返
中
御
門
宣
教
書
状

　
　

�

又＊
１

装
束
錫
仕
候
て
可＊

２

［　
　
　
　

］
但
此＊

３

方
へ
申
候
／
時
一
盞
可＊

４

振
舞
候
［　
　
　
　
　

］
密
々
仕
申
候
、
珍
重
候
、
何＊

５

疋
御
ふ
た

へ
物
此
［　
　

］

昨＊
６

日
は
従
御
馳
走
、
祗※

７

候
仕
、
雨
山
〳
〵
祝
着
至
候
、
不
御
□
□
殊
朝
食
ま
て
了
、
御
礼
［＊

８
　
　
　
　
　
　

］
御
礼
申
候
て
を

［　
　
　

］＊
９

�［　
　

］
色
［　
　

］�

又
拙
者
御
こ（1

＊

し
物
［　
　

］
ふ（（

＊

と
御
座
候
ハ
ん
を
□
□
な
へ
被
仰
付
候
、
此（1

＊

者
に
可
被
下
候
、
か（1

＊

し
く
、
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（
捻（1

＊

封
墨
引
）　

甘
露
寺
殿　

人
々
申
給
へ　
　
　

宣
教

＊
１
「
〽
先
被
返
遣
、
重
而
□
□
」

＊
２
「
〽
可
然
候
、」

＊
３
「
〽
可
然
候
、」

＊
４
「
〽
」

＊
５
「
〽
」

＊
６
「
〽
」

＊
７
「
御
〽
」

＊
８
「
〽
斗
は
い
や
也
、」

＊
９
「
慥
給
候
、」

＊
10
「
〽
」

＊
11
「
〽
御
わ
た
ほ
う
□

〔
し
〕慥

給
［　
　

］
□
□
此
方
に
御
取
□
可
給
候
」

＊
12
「
〽
」

＊
13
「
〽
」

＊
14
「（
捻
封
墨
引
）　　
　
　
　
　

経
□〔

元
〕」
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『
宣
教
卿
記
』
天
正
三
年
記
紙
背
文
書
（
一
）

一
〇　

孫
四
郎
書
状

　
　

�
尚
々
、
を（

同
）な

し
く
ハ
明
日
ニ
御
の（

延
）へ

に
て
可
有
候
、
奉
頼
入
候
、
か
の
事
今
日
／
と（

 
虎
 
屋
 
）

ら
や
よ
り
か
へ
り
こ
と
申
参
て
候
よ
し
申
来
候
、

た
ひ
〳
〵
申
こ
と
に
て
御
い
り
候
、
奉
頼
入
候
、

御
ね（

 
懇
 
）

こ
ろ
の
御
文
ま
こ
と
に
〳
〵
か
た
ち
け
な
く
令
存
候
、仍
今
日
よ（

吉
田
兼
和
）

し
た
殿
へ
令
出
も［　
　
　
　
　
　

］申
度
候
へ
共
か
の
人
［々　

］

ち
の
□
□
村
井
新（

宗
信
）右

衛
門
尉
ゑ
参
候
へ
の
よ
し
候
間
、
明
日
ハ
御
供
申
度
候
、
其
御
心
得
に
て
可
有
候
、
又
々
か
し
く
、

　
　
（
捻
封
墨
引
）
御
ち（

乳
）の

人
様　
　
　
　

孫
四
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
い
る　

御
返
事　
　
　
　
　

一
一　

中
御
門
宣
教
書
状
土
代

神
宮
内
宮
仮
殿
事
始
等
日
次
可
致致

撰
〻

進
□
□由
被
仰
□下
候
也
、
恐
々
□謹
言
、

　
　
　

六
天
正
二

月
十
二
日　
　
　
　
　

宣
教

　
　
　
　

陰（
土
御
門
有
脩
）

陽
頭
殿

※�

「
天
筆
和
合
楽　

地
福
皆
円
満
」「
君
か
代
は
千
世
に
」「
日
次
」「
□
安
倍
有
□
朝
臣
」
の
習
書
あ
り
。
天
正
二
年
六
月
二
八
日
に
伊
勢

皇
太
神
宮
仮
殿
遷
宮
事
始
が
行
わ
れ
た
（『
大
日
本
史
料
』
第
一
〇
編
二
三
、
天
正
二
年
六
月
二
八
日
条
参
照
）。

一
二　

某
書
状

此
間
御
ゆ
か
し
く
奉
存
候
々
々
々
、
此
両
人
法
印
事
望
候
、
西
国
に
て
我
々
宿
の
物
と
も
に
て
候
、
た
の
ミ
申
候
、
雑
人
の
事
［　
　

］

不
及
候
、
前
々
其
分
［　
　

］
之
間
、
只
今
御
調
［　
　

］
可
為
祝
着
候
、
た
の
ミ
［　
　

］
何
様
に
も
御
礼
儀
候
ハ
ん
事
を
御
申
ま
い
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ら
せ
候
、
貴
面
を
こ
し
入
候
、

　

（
捻
封
墨
引
）　

中（
宣
教
）御

門
殿　
　
　

□
政

※
一
八
号
と
一
具
な
ら
ん
。

一
三　

某
書
状

　
　

�

返
々
、
う（

 
美
 
）

つ
く
し
う
し
る
し
て
あ
そ
ハ
し
候
へ
く
候
、
／
御
た
め
に
て
候
、
御
心
へ
候
へ
く
候
、
か
し
く
、
御
あ（

案
）ん

も
か（

勘
 
文
）

も
ん
も
こ

の
物
に
ま
い
ら
せ
候
へ
く
候
［　
　
　
　

］
よ
く
と
ゝ
の
へ
御
く
た
し
候
へ
く
候
、

御
お（

 
折
 
紙
 
）

り
か
ミ
の
や
う
申
入
□
□
あ
ん
□
□
の
へ
ま
い
ら
せ
候
［　
　
　

］
を
候
へ
く
候
、
又
な（

奈
良
）ら

よ
り
い
つ
も
申
候
れ
う
し
よ
く
候
ハ
ん

を
あ
そ
ハ
し
候
ら
ん
、お
の
〳
〵
は（

 
拝
 
見
 
）

い
け
ん
申
候
、」
は

（
折
紙
見
返
書
）

れ
か
ま
し
き
御
事
、た（

誰
）れ

に
も
こ
の
よ（

由
）し

を
申
た
く
申
□
て
□
し
か
る
［　
　
　

］

候
て
□
□
し
く
れ
う
し
□
□
き
を
［　
　
　

］
候
へ
く
候
、
こ
の
よ
し
申
て
候
、
御
か（

快
 
気
）

い
き
御
心
も
と
な
く
候
、
よ
く
御
や
う
し
や
う
候

て
、
か
た
ゝ
ゝ
御
し（

祗
 
候
）

こ
う
こ
し
ま
い
ら
せ
候
へ
く
候
、

　
　
　

御
返
事

※
二
一
号
と
同
筆
。
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『
宣
教
卿
記
』
天
正
三
年
記
紙
背
文
書
（
一
）

一
四　

某
書
状

め
つ
ら
し
か
ら
ぬ
け（

今
日
）ふ

ハ
い
ろ
〳
〵
い
つ
も
〳
〵
御
は
つ
か
し
く
思
ひ
ま
い
ら
せ
候
、
ま
こ
と
に
〳
〵
□
□
〳
〵
し
き
事
ハ
候
ハ
て
、
御

あ
た
り
へ
も
御
は
も
し
に
思
ひ
ま
い
ら
せ
候
、
い
ま
ち
と
や（

 
養
 
生
 
）

う
し
や
う
し
候
て
ま
い
ら
せ
候
、
よ
ろ
つ
御
れ（

礼
）い

候
へ
く
候
、
／
せ
も
し
に

て
も
か
す
〳
〵
よ
く
〳
〵
／
心
え
て
申
ま
い
ら
せ
候
、
ゑ
い
も
し
こ
や
雨
の
よ
り
し
つ
く
を
わ
す
れ
ま
い
ら
せ
候
、
い
た
く
も
［　
　

］

申
せ
と
の
御
事
候
［　
　

］
候
へ
と
む
つ
か
し
く
、
ち
と
申
ま
い
ら
せ
候
は
す
候
、
御
さ
□
□
御
さ
よ
り
／
雨
も
ふ
り
候
ハ
□
□
ハ
心
や

す
く
思
ひ
ま
い
ら
せ
候
、
返
々
重
［　
　
　
　

］
御
□
□
く
う
れ
し
く
思
ひ
ま
い
ら
せ
候
、

　
　

御
な
も
し
へ

　
　
　

た（
誰
）れ

に
て
も
ま
い
る　

申
給
へ　
　
　

に

　
　

（
捻
封
墨
引
）

一
五　

村
井
貞
勝
書
状
案
（
折
紙
）

先
日
者
御
状
之
趣
令
披
見
候
、
仍
彼
一
義
于
今
□
通
無
之
候
間
、
御�

□
〔
計
カ
〕

�

遅
々
候
て
、
迷
惑
申
候
、
当
年
者
無
余
日
候
間
、
来
春
下
着
之
砌
、

可
有
光
義
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　

〻
　
〻
　
〻
　
〻

閏（
天
正
二
年
）

十
一
月

〇
以
下
書

カ
ズ
、　

※
中
御
門
宣
教
筆
。
一
六
号
と
関
連
か
。
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一
六　

村
井
貞
勝
書
状
写
（
折
紙
）

先
日
者
御
状
之
趣
令
披
見
候
、
仍
彼
一
義
于
今
一
通
無
之
候
間
、
御
計
遅
々
候
て
□〔

迷
〕

惑
申
候
、
当
年
者
無
余
日
□
□
□下
着
之
砌
光
義

［　
　
　

］
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
井
民
部
丞

　
　
　

十
一
月
日　
　
　
　
　
　
　

貞
勝
（
花
押
影
）

　
　
　
　

源
法　

御
報

※
中
御
門
宣
教
筆
。

一
七　

壬
生
朝
芳
書
状
（
折
紙
）

禰
宜
等
款
状
認
様
□
□
相
違
雖
申
候
□
用
之
由
強
慶（

藤
波
）忠

［　
　

］
不
可
為
朝（

壬
生
）芳

越
度
候
、
可
得
御
意
候
也
、

　
　
　

一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
芳

中（
宣
教
）御

門
殿

一
八　

某
書
状

　

権
大
僧
都
重
盛

　
　

宜
叙
法
印
、

　

権
大
僧
都
成
潤

　
　

宜
□叙
法
印
、
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『
宣
教
卿
記
』
天
正
三
年
記
紙
背
文
書
（
一
）

　
　
　
　
　

　
　

此
分
両
通
た
の
ミ
存
候
、

※
一
二
号
と
一
具
な
ら
ん
。

一
九　

中
御
門
宣
教
書
状
土
代

就
出
世
之
儀
上
洛
候
、
然
者

天
子
江

令　

奏
聞
相
調
、
珍
重
候
、
猶
向
後
取
次
可
令
申
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　

七
永
禄
二

月
五
日　
　
　
　
　
　
　
　

宣（
中
御
門
）教

　
　
　

慶
隆
寺

　
　
　
　

芳
首
座

二
〇　

兼
弘
書
状

先
日
者
懸
御
目
畏
存
候
、
内
々
如
申
□
御
隙
次
第
光
臨�
雖���
乏���
少�

大
根
五
束
可
令
申
［　
　
　
　
　

］
猶
期
貴
顔
之
時
候
、
か
し
く
、

「
（
端
裏
上
書
）

（
捻
封
墨
引
）　

中（
宣
教
）御

門
殿
様
ま
い
る　

申
給
へ　
　
　

兼
弘
」

二
一　

某
書
状

　
　

�

よ（
用
）ふ

の
御
事
候
て
、
大

（
大
乗
院
尋
憲
）

せ
う
い
ん
と
の
ゝ
た（

大
夫
）

ゆ
ふ
を
く
た
し
て
ま
い
り
候
ま
ゝ
、
／
大
か
た
ま
つ
申
ま
い
り
候
、
ひ
［　
　
　

］
て

か
り
い
□
ま
ゝ
ま
い
ら
せ
候
［　
　
　
　

］
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一
日
わ（

若
）か

宮
や（

 
社
 
）

し
ろ
の
事
、
う（

 
占
 
形
 
）

ら
か
た
ま
い
ら
せ
候
ほ
と
に
［　
　
　

］
た
［　

］
れ
て
［　

］
よ
し
、
お（

 
陰
 
陽
 
）

ん
や
う
よ
り
の
文
に
候
つ
る

ま
ゝ
、
い
か
ゝ
御
入
候
ハ
ん
や
と
、
ま
つ
か（

勘
 
文
）

も
ん
を
う（

写
）つ

し
て
、
な
い
〳
〵
」
つ

（
折
紙
見
返
書
）

い
て
候
つ
る
ほ
と
に
、
お
み
く
し
も
し
て
、
お
も
て
む

き
ハ
な（

 
南
 
曹
 
）

ん
さ
う
よ
り
お（

仰
）ほ

せ
く
た
し
候
ハ
ん
と
申
て
候
へ
ハ
、
た
ゝ
い
ま
か
や
う
に
人
の
ほ
せ
て
申
□
候
つ
る
に
、
ま
つ
〳
〵
返
□
□
□

の
［　
　
　
　

］
て
候�［　
　
　

］
候
へ
く
候
、
か
し
く
、

　
　
　

中（
宣
教
）御

門
と
の
へ　
　

十
六
日

※
一
三
号
と
同
筆
。
天
正
二
年
七
月
一
六
日
、
春
日
若
宮
神
殿
西
方
の
千
木
が
落
下
し
た
（『
春
日
社
司
祐
金
記
』）。
こ
の
件
に
か
か
わ
る
か
。

二
二　

口
宣
案
・
和
歌
習
書

宜
叙
法
橋　

快
慈　

法
橋

天
正
三
年
正
月
五
日　

摩
訶
院

快
慈　
　

十
四
日　

同
十
四
日

天
正
三
年
正
月
十
二
日

　

権
律
師
快
慈　
　
　
　

天
正
三

正
月
十
四
日

　
　

三
位
権
少
僧
都　
　
　

権
大
僧
都

摩
訶
院　
　
　
　
　
　
　
　
　

可
叙
法
印

　

宜
叙
大
僧
都　
　

松
歴
年

　

□
〔
松
カ
〕

�

暦
年
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『
宣
教
卿
記
』
天
正
三
年
記
紙
背
文
書
（
一
）

［　
　
　
　
　
　

］
き
て
か
ハ
ら
ぬ
色
や
姫
こ�

□
〔
松
カ
〕

［　
　
　
　
　
　

］
お
め
し
な
る
ゝ
し
な

［　
　
　
　

］
よ
り
か
ハ
ら
ぬ
物
ハ
ふ
ち
か
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

こ
の
と
き

　

い
く
□
□
か
け
て
さ
か
ふ
■
■　

神
宮
内
宮
遷
宮

※
和
歌
は
『
宣
教
卿
記
』
天
正
三
年
正
月
一
九
日
条
と
関
連
か
。

二
三　

中
御
門
家
所
領
書
上

　
　
　
　
　

中
御
門
申

五
貫
文　
　
　

壬
生　
　
　
　
　

丹
波
屋

弐
貫
文　
　
　

東
寺　
　
　
　
　

寿
清

五
貫
文　
　
　

索
麺

地
子　　
　
　
　
　

小
嶋

壱
貫
五
百
文　

尻
切
公
事　
　
　

原
田
女

中
道
寺
之
内
ニ
、
右
京
職
年
貢
拾
石
程
在
之
、
近
年
三
渕
大（

藤
英
）和

違
乱
也
、
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二
四　

村
井
貞
勝
下
代
折
紙
案
（
折
紙
）

中（
宣
教
）御

門
殿
御
借
物
御
沽
却
分
・
御
不
知
行
以
下
儀
、
可
被
相
尋
之
条
、
明
日
村（

貞
勝
）井

所
へ

○
以
下

書
カ
ズ
、　

※�

中
御
門
宣
教
筆
。
天
正
三
年
三
月
一
四
日
、
織
田
信
長
が
廷
臣
等
に
米
を
頒
ち
、
徳
政
を
発
し
た
。『
宣
教
卿
記
』
天
正
三
年
三
月

一
四
日
条
・
一
六
日
条
・
二
三
日
条
・
二
四
日
条
、
四
月
七
日
条
・
一
一
日
条
・
一
五
日
条
・
一
六
日
条
な
ど
参
照
。
ま
た
二
三
号
・

二
五
号
・
二
六
号
・
二
八
号
も
こ
れ
に
関
わ
る
。

二
五　

某
書
状
（
折
紙
）

返
々
お
ほ
し
め
し
よ
り
候
て
御
ふ
ミ
給
候
、
く
わ
分
さ
申
つ
く
し
か
た
く
候
、
い
つ
れ
も
の
ほ
り
ま
い
ら
せ
候
て
、
／
申
□
す
へ
く

候
、
や
う
〳
〵
御
か
も
し
よ
り
も
御
う
れ
し
さ
よ
く
〳
〵
［　
　

］
〳
〵
［　
　

］
し
き
［　
　

］
御
心
や
す
く
□
ほ
し
め
し
候
へ

く
候
、
い
そ
き
て
い
か
ゝ
申
や
う
、
か
し
く
、　

お
ほ
し
め
し
よ
り
候
て
文
給
候
、
か
す
〳
〵
御
う
れ
し
く
思
ひ
ま
い
ら
せ
候�

□〔
思
〕�

ひ
よ
り
ま
い
ら
せ
候
ハ
ぬ
、
ふ
と
く
た
り
ま
い
ら
せ
候

て
、
い
ま
に
と（

 
逗
 
留
 
）

う
り
う
申
事
に
て
候
、
さ
い
〳
〵
御
か
も
し
御
ミ（

見
 
舞
）

ま
い
候
て
た
ま
ハ
り
候
し
、
さ
て
ハ
御
ち（

 
知
 
行
 
）

き
や
う
と
も
か
へ
り
ま
い
ら

せ
候
よ
し
、
あ
ら
〳
〵
め
て
た
く
候
〳
〵
、」
い（

折
紙
見
返
書
）

か
さ
ま
の
ほ
り
ま
い
ら
せ
候
て
、
御
ふ
る
ま
い
と
も
、
せ
う
〳
〵
の
事
ま
て
ハ
き
ゝ
ま

い
ら
せ
候
ま
し
く
候
、
わ
か
ミ
の
ほ
り
ハ
、
ミ
な
〳
〵
か（

 
開
 
陣
 
）

い
ち
ん
し
た
い
に
候
へ
と
も
、
そ
の
ほ
う
へ
□
し
候
て
御
こ
し
ら
へ
ま
い
ら
せ

候
、
か
い
ち
ん
し
た
い
に
の
ほ
り
候
へ
く
候
、
さ
ね
ミ
く
も
し
ま
い
り
候
ま
ゝ
、
あ
ら
〳
〵
御
け
も
し
ま
い
ら
せ
候
、

　
　

（
切
封
墨
引
）　　
　
　
　
　
　
　
　

せ（
 
勝
 
龍
 
寺
 
）

う
り
う
し
よ
り

　
　
　

御
返
事

　
　
　
　

な
か
も
し
さ
ま
へ
ま
い
る　

申
給
へ　
　
　

こ
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『
宣
教
卿
記
』
天
正
三
年
記
紙
背
文
書
（
一
）

二
六　

渡
辺
丹
後
守
返
状

な（
中
御
門
宣
教
）

か
の
御
か
と
殿
さ
ま
の
御
借
状
、
た
ゝ
い
ま
し（

進
）ん

上
可
申
候
へ
共
、
み（

見

失

）

う
し
な
い
申
候
ま
ゝ
、
や
か
て
あ
い
た
つ
ね
、
し
ん
上
可
申
候
、

も
し
い
つ
か
た
よ
り
い
て
申
候
と
も
、
ほ（

反
故
）

う
く
□
□
へ
く
候
、
仍
か
へ
り
状
如
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺

　
　
　

天
正
三
年
四
月
五
日　
　
　

丹
後
守

　
　
　
　

中
御
門
殿
様　

　
　
　
　
　
　
　
　

御
雑
掌

※
『
宣
教
卿
記
』
天
正
三
年
四
月
七
日
条
参
照
。

二
七　

某
書
状

さ
き
日
ハ
よ
く
そ
御
い（

出
）て

候
、
申
つ
く
し
か
た
く
候
、
こ
ん
の
す
け
の
て（

手
）に

て
文
給
候
、
参
り
か
た
く
［　

］
ま
い
ら
せ
候
事
お
ほ
し
め

し
よ
り
申
候
へ
く
候
、
や
す
け
も
あ（

明
日
）す

御
て
も
し
御
の
ほ
り
候
ま
ゝ
、
ま
い
り
候
よ
し
う
け
給
候
、
も
ん
と
し
候
て
御
う
れ
し
さ
、
／
さ

き
日
は
た
も
し
こ
の
□
よ
く
候
て
う
け
給
候
、
よ
く
［　
　

］
ま
い
ら
せ
候
へ
は
、
な
に
事
も
候
は
す
候
よ
し
［　
　

］
御
う
れ
し
さ
申

つ
く
し
か
た
く
候
よ
し
［　
　

］

　
　

（
捻
封
墨
引
）

　
　
　

た（
誰
）れ

に
て
も
申
給
へ　

ま
い
る　
　
　

は
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二
八　

村
井
貞
勝
下
代
連
署
状
案
（
折
紙
）

　

五
升
八
合

　

五
升
八
合

　

五
升
八
合

　

中（
宣
教
）御

門
殿
御
借
物
・
御
沽
却
分
・
御
不
知
行
以
下
之
義
、
可
被
相
尋
之
条
明
日
村（

貞
勝
）井

所
へ
可
［　
　
　
　
　

］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［　
　

］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賢
祐
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□〔
村
〕井

右
衛
門
尉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
次
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
井
又
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
忠
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

落
合
平
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

親
豊
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

休
斎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

英
林
判

　
　
　

繁
田
道
二

　
　

下
京
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『
宣
教
卿
記
』
天
正
三
年
記
紙
背
文
書
（
一
）

　
　
　

丹
波
屋

　
　

東
寺

　
　
　

寿
□〔

清
〕

　
　

竹
村
信
濃
殿
」

　
　

原（
折
紙
見
返
書
）

田
殿

　
　

小
嶋
殿

　
　

中
井
与
次
殿

　

沼
田
勘
解
由
左
衛
門
殿

　
　
　
　

雑
掌

　
　
　
　
　

各
御
中

※
『
宣
教
卿
記
』
天
正
三
年
四
月
一
六
日
条
参
照
。

二
九　

正
親
町
実
彦
書
状

先
日
者
懸
御
目
祝
着
至
候
、
近
日
丹
州
江

御
陣
立
之
由
候
哉
［　
　
　

］
仍
丹
波
国
桑
田
□郡
小
川
庄
之
義
ニ

、
権
迄
様
躰
申
処
に
、
御
馳

走
頼
入
存
候
、
何
も
罷
越
、
様
躰
可
得
御
意
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
親
町

　
　
　

五（
天
正
三
年
カ
）

月
十
七
日　
　
　
　
　

実
彦

　
　
　
　

長
岡
大（

藤
孝
）輔

殿
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三
〇　

中
御
門
宣
教
書
状
土
代

今
度
若
宮
御
棟
西
方
令
落
御
候
、
則
陰
陽
頭
有（

土
御
門
）脩

被随
仰仰

候
、
雖
然

在
国
之
事
候
、

○
于
今
遅
々
之
義
候
間
、
先
使
者
返
遣
候
、
軈
而
左
右
［　
　
　

］
分

何
躰
可
召
出
候
歟
、
急
便
候
間
如
此
候
、
恐
々
謹
言
、

○
以
下
書

カ
ズ
、　

※
天
正
二
年
七
月
一
六
日
、
春
日
若
宮
神
殿
西
方
の
千
木
が
落
下
し
た
（『
春
日
社
司
祐
金
記
』）。
こ
の
件
に
か
か
わ
る
か
。

（
え
ん
ど
う　

た
ま
き　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
准
教
授
）

（
み
や
ざ
き　

は
じ
め　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
特
任
研
究
員
）

（
か
ね
こ　

ひ
ら
く　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
准
教
授
）


